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ｷｬｽﾀｰとｱｼﾞｬｽﾀｰの機能を融合させた"新世代ｷｬ

ｽﾀｰ"のご紹介です。

"普段は移動しないけれ

ど移動する場合もある"

という製品向です。

○特長：

・取付軸とｱｼﾞｬｽﾀｰが同軸上

安定性、耐震性が格段に増

します。同軸上設計のため、ｺ

ﾝﾊﾟｸﾄなところも利点です。

・車輪が双輪ﾀｲﾌﾟ

走行時の安定性はもちろん、

力が分散されるため楽に移動

ができます。

・ｷｬｽﾀｰ旋回防止機能

ｱｼﾞｬｽﾀｰ使用時、ｷｬｽﾀｰを安

全な位置で固定できます。

・ｴｺﾛｼﾞｰ

簡易解体構造で鉄とﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど分別可能。

○形状：ﾎﾞﾙﾄﾀｲﾌﾟ、ﾌﾟﾚｰﾄﾀｲﾌﾟ

○材質：ｽﾁｰﾙ、ｽﾃﾝﾚｽ

本体・車輪：ﾅｲﾛﾝ、ｴﾗｽﾄﾏｰ(白、黒)

○使用例：検査装置、作業台、介護用の台車、

陳列棚、ｻｰﾊﾞｰﾗｯｸ、ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ、ｼｮｰｹｰｽ等

今回は、お客様のご要望に

もとづき、製作させていただ

いた「ｶｽﾀﾑ仕様の変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ」

で「ｲﾝﾁ系めねじとﾒｰﾄﾙ系おね

じの組み合わせ」部品を4点ご

紹介いたします。

下記URLに掲載のADCMF-Bｼﾘｰ

ｽﾞのｶｽﾀﾑ対応形になります。

お客様のご要望内容は、

1. UNC1/4”-20山めねじとM8

おねじの組み合わせ【写真3】

2. UNC5/8”-11山めねじとM16

おねじの組み合わせ【写真4】

3. W3/8"-16山めねじとM6おね

じの組み合わせ【写真5】

4. NPT1/8"めねじ(ｱﾒﾘｶ規格の

管用ねじ)とM12 P=1.5おねじ

の組み合わせ【写真6】

1.と2.の材質は、真ちゅう(C36

04)で、めねじはUNCです。

3.の材質は、ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)で

めねじはｳｨｯﾄ(W)です。

4.の材質は、鉄(S45C)でﾕﾆｸﾛﾒｯ

ｷを施しています。おねじM12

のﾋﾟｯﾁ1.5mmは、並目の1.75mm

と細目の1.25mmの中間のﾋﾟｯﾁです。

○ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｻｲﾄ

https://www.ymzcorp.co.jp/ym11/nejiadapter.html

前回はめねじの不完全ねじ部がﾀｯﾌﾟによるね

じ切り工程で生じることと、ﾊﾝﾄﾞﾀｯﾌﾟ先、中、

上げの食付き部長さが違うことで、不完全ねじ

部の長さに違いが出ることを述べました。

今回はﾀｯﾌﾟのお話が出たついでに、主なﾀｯﾌﾟ

の種類とその特徴について述べてみたいと思い

ます。よく知られているﾀｯﾌﾟには、前回述べた

ﾊﾝﾄﾞﾀｯﾌﾟ以外にｽﾊﾟｲﾗﾙﾀｯﾌﾟやﾎﾟｲﾝﾄﾀｯﾌﾟがあり

ます。これらﾀｯﾌﾟの特徴を以下に示します。

（左下へ）

(右上から)

○ﾊﾝﾄﾞﾀｯﾌﾟ：

文字通り、主に手回し作業

でねじ切りを行うときに使い

ます。ねじ切り時には、切粉

がﾀｯﾌﾟの溝の中にたまってい

くため、状況によっては、ﾀｯ

ﾌﾟを逆回転させて切粉を取り

除きながら作業する必要があ

ります。最初に食付き部が5

山の中ﾀｯﾌﾟを使用し(図3)、

止まり穴のときは、次に食付

き部が2山の上げﾀｯﾌﾟを使い

下穴の奥まで切り進めると、

不完全ねじ部が短くなります

(図4)。

○ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀｯﾌﾟ：

主にﾎﾞｰﾙ盤等の低速加工に

使用するﾀｯﾌﾟです。切りくず

が進行方向とは逆に排出されますので止まり穴

のねじ切りに使用します(図5)。切りくずが手

前に排出されﾀｯﾌﾟに絡みつくため、切りくずの

除去処理をいかに行うかが重

要になります。食付き部は2.

5山が多いようです。

○ﾎﾟｲﾝﾄﾀｯﾌﾟ：

主にﾎﾞｰﾙ盤等の低速加工に

使用するﾀｯﾌﾟです。切りくず

が進行方向に排出されますの

で、通り穴にねじ切りするときに使用します

(図6)。食付き部は5山の製品が多いようです。

ﾎﾟｲﾝﾄﾀｯﾌﾟを止まり穴のね

じ切りに使用することは、

下穴の奥に切りくずがた

まって、ﾀｯﾌﾟの折損等のﾄ

ﾗﾌﾞﾙになりますので、避けなければなりません。

以上簡単に主なﾀｯﾌﾟの種類について述べまし

たが、この他に、下穴を塑性変形させてねじ山

を形成するため切りくずが出ないﾛｰﾙﾀｯﾌﾟがあ

ります(写真7)。また、最近では高性能ﾏｼﾆﾝｸﾞｾ

ﾝﾀｰに特化し、ﾀｯﾌﾟの形状の見直しと刃部の最

適設計を基礎から行った、「通り穴用ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀｯ

ﾌﾟ」(ﾔﾏﾜ製)等が商品化されています。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀはﾊﾟｿｺﾝと周辺機器間で通信によ

り伝達されます。通信方式は大きく分類すると、

ｼﾘｱﾙ通信とﾊﾟﾗﾚﾙ通信に分けられます。

ﾊﾟﾗﾚﾙ通信は図7(a)

のように、例えば8bit

のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀを8bit毎

に送信(または受信)し

ます。これに対して、

ｼﾘｱﾙ通信は、図7(b)の

ように8bitのﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰ

ﾀを一列に並べて、１

個づつ順番に送信(又

は受信)します。

ｼﾘｱﾙ通信の通信路は(電源、制御信号等を除

いて)最低１本あればよいのに対し、ﾊﾟﾗﾚﾙ通信

は例えば8ﾋﾞｯﾄのﾃﾞｰﾀを送信する場合には8本の

通信路が必要になります。

近年のﾊﾟｿｺﾝ周辺のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(※2)を見ると、U

SB(ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ・ｼﾘｱﾙ・ﾊﾞｽ､Unive

rsal Serial Bus）のようなｼﾘ

ｱﾙ通信が普及してます。様々

なﾊﾟｿｺﾝ周辺機器がUSB対応に

なっていて昔のようにｲﾝ

ﾀｰﾌｪｰｽで悩む必要がなく

なりました。

ちなみに、今から30

年ほど前のﾊﾟｿｺﾝでは、

ﾌﾟﾘﾝﾀのﾊﾟﾗﾚﾙﾎﾟｰﾄ（ｾﾝﾄﾛﾆｸｽ、

写真９）1個と、ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ(RS

232C、写真10)1～2個が標準装

備されていましたが、周辺機器がこれ以外のｲﾝ

ﾀｰﾌｪｰｽのときには別途拡張ﾎﾞｰﾄﾞをﾊﾟｿｺﾝに取り

付ける等、面倒なところがありました。

やまりん新聞
C a s P a d （ キ ャ ス パ ッ ド ）

カスタム仕様の変換アダプタ10

写真3 変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ1

I T へ の 扉 ( 入 門 編 ) N o . 1 5

写真4 変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ2

写真5 変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ3

写真6 変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ4

ね じ の 雑 学

D H h1 h2 E F B L t2 M1 M2
許容荷重
(kgf)

50 67 (10)
5

30 34 70
35 2

M12
M12

60

75 96 (24) 35 42 85 M16 120

D H h1 h2 E F B L1 L2 P1 P2 φd t1 t2 M2 許容荷重
(kgf)

50 63 (10)
5

30 34 70
61 74 42 55 8.5

(3.0)
3.2 2 M12

60

75 92 (24) 35 42 85 120

図3 ﾊﾝﾄﾞﾀｯﾌﾟ5山
中ﾀｯﾌﾟ

図4 ﾊﾝﾄﾞﾀｯﾌﾟ2山
上げﾀｯﾌﾟ

図6 ﾎﾟｲﾝﾄﾀｯﾌﾟ

図5 ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀｯﾌﾟ

写真7 ﾛｰﾙﾀｯﾌﾟ

図7 ﾊﾟﾗﾚﾙ通信(8bit)とｼﾘｱ
ﾙ通信の概念図

写真9 ﾊﾟｿｺﾝのﾊﾟﾗﾚﾙﾎﾟｰﾄ
(ｾﾝﾄﾛﾆｸｽ)

写真10 ﾊﾟｿｺﾝのｼﾘｱ
ﾙﾎﾟｰﾄ(RS232C)

写真8 ﾊﾟｿｺﾝのUSB
ﾎﾟｰﾄ

写真1 ｷｬｽﾊﾟｯﾄﾞ
ﾎﾞﾙﾄﾀｲﾌﾟ黒

写真2 ｷｬｽﾊﾟｯﾄﾞ
ﾌﾟﾚｰﾄﾀｲﾌﾟ白

表2 ｷｬｽﾊﾟｯﾄﾞ ﾌﾟﾚｰﾄﾀｲﾌﾟ(※1)

表2 ｷｬｽﾊﾟｯﾄﾞ ﾎﾞﾙﾄﾀｲﾌﾟ(※1)

図1 ｷｬｽﾊﾟｯﾄﾞ ﾎﾞﾙﾄﾀｲﾌﾟ 図2 ｷｬｽﾊﾟｯﾄﾞ ﾌﾟﾚｰﾄﾀｲﾌﾟ

※本記事の画像、文章の一部は株式会社彌満和製作所殿の総合
ｶﾀﾛｸﾞから引用いたしました。

※1 ｱｼﾞｬｽﾀｰ部は、多少の傾斜面(約0～5°)への設置性を考慮し
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ構造になっています。

※2 ﾊﾟｿｺﾝと周辺機器を接続するための規格、仕様


